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～消防団出初め式～
　１月４日、明治百年通りにおいて、町消防団による出初め式が催され、例年より雪が多いも
のの、穏やかな天候に恵まれ、多くの町民が駆けつけました。
　昨年は、日本国内で様々な大規模災害が相次ぎ、改めて地域の防災力やコミュニティーのつ
ながりなどがクローズアップされることになりました。
　町消防団では、今年も火災や大きな災害が無いことを祈念し、整然とした隊列の行進を披露
しました。

今年の無火災・無災害を祈念して
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平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
小
坂
町
第
五
次
総
合
計
画
の
町
の
将

来
像「『
ひ
と
』と『
ま
ち
』が
輝
く
躍
動
す

る
小
坂
」を
め
ざ
し
、
皆
様
の
ご
助
言
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
取
り
分
け
昨
年
は
、

小
坂
町
に
お
い
て
大
き
な
出
来
事
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
が
旧
小
坂
中
学
校
校
舎
に
移

転
し
、
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た
町
長
部

局
が
一
つ
の
建
家
で
七
月
二
十
二
日
か
ら

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
旧
尾
樽
部
庁
舎

は
、
昭
和
二
十
八
年
に
建
て
ら
れ
、
以
来

六
十
年
余
り
に
お
い
て
長
く
町
民
皆
様
に

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

職
員
も
こ
の
庁
舎
で
業
務
に
あ
た
り
ま
し

た
。
長
き
に
わ
た
り
町
政
の
拠
点
で
あ
っ

た
旧
庁
舎
同
様
、
こ
の
新
庁
舎
も
皆
様
に

愛
さ
れ
る
よ
う
、
職
員
と
も
ど
も
業
務
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

十
月
三
十
日
・
三
十
一
日
に
は
、
全
国

産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
観
光
の
切
り
口
と
し
て
日
本

の
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
各
地
の
地
場
産
業

を
見
直
す
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
十
三
年
に
第
一
回

が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
に
は
、
今

年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
富
岡
製
糸

工
場
」の
あ
る
群
馬
県
富
岡
市
で
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
小
坂
町
は「
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り

大
賞
特
別
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

十
月
四
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の

間
、
秋
田
県
で
は「
国
民
文
化
祭
」が
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
坂
町
は

十
一
月
一
日
・
二
日
に「
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
開
催
し
、
歴
史
あ
る
康
楽
館
の

舞
台
で
、
全
国
各
地
の
演
劇
団
体
が
力
作

を
上
演
し
ま
し
た
。

　

六
月
一
日
に
は
、
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル

パ
ー
ク
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

十
月
に
は
予
想
を
上
回
る
早
さ
で
来
場
者

が
一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
旧
小
坂

鉄
道
小
坂
駅
舎
及
び
関
連
施
設
が
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
康
楽
館
及
び
鉱
山
事
務
所
を
含
む

こ
れ
ら
近
代
化
産
業
遺
産
施
設
等
の
活
用

に
よ
り
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
拠
点
を
含
む

「
明
治
百
年
通
り
」を
北
東
北
三
県
に
ま
た

が
る「
十
和
田
八
幡
平
エ
リ
ア
」に
お
け
る

広
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
加
え

て「
秋
田
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
」な
ど
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
観
光
形

態
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る「
ま
ち
な
か

観
光
」の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
坂
町
に
多
く
の
方
に
住
ん
で

い
た
だ
け
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
町
外
か
ら
の
通
勤
者
を
対
象

と
し
た
若
者
定
住
促
進
住
宅
を
建
設
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
定
住
に
つ
な
が
る
住

宅
整
備
や
住
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
子
育
て
・
保
育
」、「
健
康
・

医
療
」、「
商
工
業
・
雇
用
」、「
教
育
」な
ど

各
分
野
に
お
い
て
も
、
種
々
施
策
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
は
、
即
効

性
を
期
待
で
き
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
将
来
に
お
い
て
必
ず
や
実
を
結

ぶ
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

小
坂
町
に
は
他
に
類
の
な
い
資
源
が
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
有
効
な
活
用
を
図
り
、

総
合
計
画
に
あ
る「
元
気
・
つ
な
が
り
・

躍
動
・
自
然
・
安
心
・
行
動
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
、「
住
ん
で
い
る
人
が
暮
ら
し
や
す

い
小
坂
町
」を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
町
外

の
方
々
か
ら
も「
小
坂
に
行
っ
て
み
た
い
・

住
ん
で
み
た
い
」と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
町
民
み
な
さ
ま
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
小
坂
町
第
五
次
総
合
計
画
の
町
の
将

来
像「『
ひ
と
』と『
ま
ち
』が
輝
く
躍
動
す

る
小
坂
」を
め
ざ
し
、
皆
様
の
ご
助
言
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
取
り
分
け
昨
年
は
、

小
坂
町
に
お
い
て
大
き
な
出
来
事
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
が
旧
小
坂
中
学
校
校
舎
に
移

転
し
、
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た
町
長
部

局
が
一
つ
の
建
家
で
七
月
二
十
二
日
か
ら

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
旧
尾
樽
部
庁
舎

は
、
昭
和
二
十
八
年
に
建
て
ら
れ
、
以
来

六
十
年
余
り
に
お
い
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長
く
町
民
皆
様
に

利
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い
た
だ
き
ま
し
た
。
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務
に
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り
ま
し
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に
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り
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政
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拠
点
で
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旧
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舎
同
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、
こ
の
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舎
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皆
様
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さ
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る
よ
う
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職
員
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ど
も
業
務
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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月
三
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・
三
十
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光
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催
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の
地
場
産
業

を
見
直
す
こ
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目
的
と
し
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の
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平
成
十
三
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に
第
一
回
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開
催
さ
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、
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二
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は
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岡
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岡
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プ
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だ
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早
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来
場
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万
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え
ま
し
た
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こ
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小
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鉄
道
小
坂
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び
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連
施
設
が
国
の
登

録
有
形
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財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
康
楽
館
及
び
鉱
山
事
務
所
を
含
む

こ
れ
ら
近
代
化
産
業
遺
産
施
設
等
の
活
用

に
よ
り
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
拠
点
を
含
む

「
明
治
百
年
通
り
」を
北
東
北
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県
に
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た

が
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十
和
田
八
幡
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の
拠
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と
し
て
整
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ー
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ど
と

組
み
合
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る
こ
と
で
、
新
し
い
観
光
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態
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る「
ま
ち
な
か

観
光
」の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
坂
町
に
多
く
の
方
に
住
ん
で

い
た
だ
け
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
町
外
か
ら
の
通
勤
者
を
対
象

と
し
た
若
者
定
住
促
進
住
宅
を
建
設
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
定
住
に
つ
な
が
る
住

宅
整
備
や
住
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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の
ほ
か
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子
育
て
・
保
育
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健
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・

医
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」、「
商
工
業
・
雇
用
」、「
教
育
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ど

各
分
野
に
お
い
て
も
、
種
々
施
策
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
は
、
即
効

性
を
期
待
で
き
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
将
来
に
お
い
て
必
ず
や
実
を
結

ぶ
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

小
坂
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に
は
他
に
類
の
な
い
資
源
が
多
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あ
り
ま
す
。
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有
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活
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図
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、
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動
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然
・
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心
・
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動
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ド
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し
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ん
で
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る
人
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や
す

い
小
坂
町
」を
め
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す
と
と
も
に
、
町
外

の
方
々
か
ら
も「
小
坂
に
行
っ
て
み
た
い
・

住
ん
で
み
た
い
」と
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ま
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づ
く

り
に
積
極
的
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組
ん
で
ま
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り
ま
す
。

　

結
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に
あ
た
り
、
町
民
み
な
さ
ま
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
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お
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い
申
し
上
げ
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す

と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
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多
幸
を
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り

申
し
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げ
、
新
年
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い
さ
つ
と
い
た
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す
。
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富
岡
製
糸

工
場
」の
あ
る
群
馬
県
富
岡
市
で
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
小
坂
町
は「
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り

大
賞
特
別
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

十
月
四
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の

間
、
秋
田
県
で
は「
国
民
文
化
祭
」が
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
坂
町
は

十
一
月
一
日
・
二
日
に「
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
開
催
し
、
歴
史
あ
る
康
楽
館
の

舞
台
で
、
全
国
各
地
の
演
劇
団
体
が
力
作

を
上
演
し
ま
し
た
。

　

六
月
一
日
に
は
、
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル

パ
ー
ク
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

十
月
に
は
予
想
を
上
回
る
早
さ
で
来
場
者

が
一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
旧
小
坂

鉄
道
小
坂
駅
舎
及
び
関
連
施
設
が
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
康
楽
館
及
び
鉱
山
事
務
所
を
含
む

こ
れ
ら
近
代
化
産
業
遺
産
施
設
等
の
活
用

に
よ
り
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
拠
点
を
含
む

「
明
治
百
年
通
り
」を
北
東
北
三
県
に
ま
た

が
る「
十
和
田
八
幡
平
エ
リ
ア
」に
お
け
る

広
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
加
え

て「
秋
田
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
」な
ど
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
観
光
形

態
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る「
ま
ち
な
か

観
光
」の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
坂
町
に
多
く
の
方
に
住
ん
で

い
た
だ
け
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
町
外
か
ら
の
通
勤
者
を
対
象

と
し
た
若
者
定
住
促
進
住
宅
を
建
設
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
定
住
に
つ
な
が
る
住

宅
整
備
や
住
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
子
育
て
・
保
育
」、「
健
康
・

医
療
」、「
商
工
業
・
雇
用
」、「
教
育
」な
ど

各
分
野
に
お
い
て
も
、
種
々
施
策
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
は
、
即
効

性
を
期
待
で
き
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
将
来
に
お
い
て
必
ず
や
実
を
結

ぶ
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

小
坂
町
に
は
他
に
類
の
な
い
資
源
が
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
有
効
な
活
用
を
図
り
、

総
合
計
画
に
あ
る「
元
気
・
つ
な
が
り
・

躍
動
・
自
然
・
安
心
・
行
動
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
、「
住
ん
で
い
る
人
が
暮
ら
し
や
す

い
小
坂
町
」を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
町
外

の
方
々
か
ら
も「
小
坂
に
行
っ
て
み
た
い
・

住
ん
で
み
た
い
」と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
町
民
み
な
さ
ま
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
小
坂
町
第
五
次
総
合
計
画
の
町
の
将

来
像「『
ひ
と
』と『
ま
ち
』が
輝
く
躍
動
す

る
小
坂
」を
め
ざ
し
、
皆
様
の
ご
助
言
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
取
り
分
け
昨
年
は
、

小
坂
町
に
お
い
て
大
き
な
出
来
事
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
が
旧
小
坂
中
学
校
校
舎
に
移

転
し
、
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た
町
長
部

局
が
一
つ
の
建
家
で
七
月
二
十
二
日
か
ら

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
旧
尾
樽
部
庁
舎

は
、
昭
和
二
十
八
年
に
建
て
ら
れ
、
以
来

六
十
年
余
り
に
お
い
て
長
く
町
民
皆
様
に

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

職
員
も
こ
の
庁
舎
で
業
務
に
あ
た
り
ま
し

た
。
長
き
に
わ
た
り
町
政
の
拠
点
で
あ
っ

た
旧
庁
舎
同
様
、
こ
の
新
庁
舎
も
皆
様
に

愛
さ
れ
る
よ
う
、
職
員
と
も
ど
も
業
務
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

十
月
三
十
日
・
三
十
一
日
に
は
、
全
国

産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
観
光
の
切
り
口
と
し
て
日
本

の
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
各
地
の
地
場
産
業

を
見
直
す
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
十
三
年
に
第
一
回

が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
に
は
、
今

年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
富
岡
製
糸

工
場
」の
あ
る
群
馬
県
富
岡
市
で
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
小
坂
町
は「
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り

大
賞
特
別
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

十
月
四
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の

間
、
秋
田
県
で
は「
国
民
文
化
祭
」が
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
坂
町
は

十
一
月
一
日
・
二
日
に「
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
開
催
し
、
歴
史
あ
る
康
楽
館
の

舞
台
で
、
全
国
各
地
の
演
劇
団
体
が
力
作

を
上
演
し
ま
し
た
。

　

六
月
一
日
に
は
、
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル

パ
ー
ク
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

十
月
に
は
予
想
を
上
回
る
早
さ
で
来
場
者

が
一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
旧
小
坂

鉄
道
小
坂
駅
舎
及
び
関
連
施
設
が
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
康
楽
館
及
び
鉱
山
事
務
所
を
含
む

こ
れ
ら
近
代
化
産
業
遺
産
施
設
等
の
活
用

に
よ
り
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
拠
点
を
含
む

「
明
治
百
年
通
り
」を
北
東
北
三
県
に
ま
た

が
る「
十
和
田
八
幡
平
エ
リ
ア
」に
お
け
る

広
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
加
え

て「
秋
田
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
」な
ど
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
観
光
形

態
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る「
ま
ち
な
か

観
光
」の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
坂
町
に
多
く
の
方
に
住
ん
で

い
た
だ
け
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
町
外
か
ら
の
通
勤
者
を
対
象

と
し
た
若
者
定
住
促
進
住
宅
を
建
設
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
定
住
に
つ
な
が
る
住

宅
整
備
や
住
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
子
育
て
・
保
育
」、「
健
康
・

医
療
」、「
商
工
業
・
雇
用
」、「
教
育
」な
ど

各
分
野
に
お
い
て
も
、
種
々
施
策
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
は
、
即
効

性
を
期
待
で
き
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
将
来
に
お
い
て
必
ず
や
実
を
結

ぶ
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

小
坂
町
に
は
他
に
類
の
な
い
資
源
が
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
有
効
な
活
用
を
図
り
、

総
合
計
画
に
あ
る「
元
気
・
つ
な
が
り
・

躍
動
・
自
然
・
安
心
・
行
動
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
、「
住
ん
で
い
る
人
が
暮
ら
し
や
す

い
小
坂
町
」を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
町
外

の
方
々
か
ら
も「
小
坂
に
行
っ
て
み
た
い
・

住
ん
で
み
た
い
」と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
町
民
み
な
さ
ま
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
状
況
に

つ
い
て

　

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
、
消
費
税
が

５
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
８
パ
ー
セ
ン
ト

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
得
の
低
い
方
々
や
子
育
て
世
帯
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

７
月
28
日
か
ら
役
場
庁
舎
内
に
専

用
窓
口
を
開
設
し
申
請
受
付
を
行
う

と
と
も
に
、
両
給
付
金
を
期
間
中
に

５
回
に
分
け
て
、
早
め
の
支
給
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
臨
時
福
祉
給
付
金
は

１
，０
３
１
件
で
１
，８
５
１
万
円
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
は

２
８
４
件
で
４
８
７
万
円
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

▼
米
の
生
産
調
整
実
施
状
況
と
出
荷

状
況
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
米
の
生
産
調
整
の
実

施
に
あ
た
り
、
秋
田
県
、
Ｊ
Ａ
か
づ

の
等
の
農
業
関
係
機
関
及
び
農
家
の

皆
さ
ま
の
協
力
を
も
と
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

米
の
生
産
調
整
の
実
施
状
況
つ
い

て
、
秋
田
県
か
ら
示
さ
れ
た
平
成
26

年
度
の
米
の
生
産
数
は
、
１
，３
６
６

ｔ
、
水
稲
作
付
面
積
で
２
５
６
・
７
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
配
分
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
全
体
水
田
面
積
４
３
９
・

７
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
水
稲
作
付
面
積

２
５
６・７
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
差
し
引

い
た
１
８
３・
０
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
転

作
目
標
面
積
と
し
て
、
各
農
家
へ
協

力
を
お
願
い
し
な
が
ら
生
産
調
整
実

施
計
画
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
転
作
目
標
面
積
を
上

回
る
計
画
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
計

画
ど
お
り
生
産
調
整
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

春
、
夏
、
秋
の
確
認
作
業
を
終
え

て
、
最
終
結
果
の
生
産
調
整
面
積
は

２
０
６
・
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
そ
の

達
成
率
は
１
１
２
・
８
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

米
の
出
荷
状
況
は
、
11
月
11
日
現

在
で
、
１
２
，９
４
４
俵
の
出
荷
量

で
す
。
農
家
か
ら
の
予
約
申
し
込
み

数
量
は
、
１
３
，７
８
０
俵
で
出
荷

率
は
93
・
９
％
で
あ
り
、
予
約
数
量

と
比
較
し
て
８
３
６
俵
少
な
い
出
荷

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
の
１
等
米
比
率
は

11
月
11
日
現
在
で
85
・
２
％
、
鹿

角
市
は
90
・
４
％
で
す
。
な
お
、
東

北
農
政
局
秋
田
地
域
セ
ン
タ
ー
発
表

で
は
、
９
月
末
現
在
で
秋
田
県
産
あ

き
た
こ
ま
ち
の
１
等
米
比
率
は
93
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
全
国
産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ

い
て

　

10
月
30
日
、
31
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、「
再
生
そ
し
て
未
来
へ
﹃
鉱
山

が
残
し
た
町
﹄
小
坂
か
ら
は
じ
ま
る

自
然
・
環
境
・
産
業
が
調
和
し
た
観

光
と
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
康
楽

館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
産
業
観

光
を
推
進
し
て
い
る
国
内
の
地
域

や
関
連
企
業
、
自
治
体
な
ど
か
ら
約

５
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
３
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に

分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
記
念

式
典
、
徳
島
文
理
大
学
大
学
院
教
授

の
八
幡
和
郎
氏
に
よ
る
記
念
講
演
、

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
名
誉
相
談
役
・
吉
川
廣
和
氏
と

日
本
観
光
振
興
協
会
理
事
長
・
見
並

陽
一
氏
、
記
念
講
演
講
師
の
八
幡
氏
、

日
経
Ｂ
Ｐ
執
行
役
員
・
麓
幸
子
氏
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
記
念
鼎
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
で
は
産
業
ま
ち

づ
く
り
大
賞
の
授
賞
式
も
執
り
行
わ

れ
、
当
町
も
近
代
化
産
業
遺
産
群
を

観
光
に
活
用
し
て
き
た
取
り
組
み
が

高
く
評
価
さ
れ
、
特
別
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
、
小
坂
町
、
鹿
角
市
、

大
館
市
に
点
在
す
る
観
光
資
源
を
産

業
観
光
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
体

験
や
見
学
、
交
流
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
４
コ
ー
ス
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
観
光
は
、
新
た
な
将
来
性
の

あ
る
観
光
分
野
で
す
。
小
坂
製
錬
株

式
会
社
を
中
心
に
事
業
展
開
し
て
い

る
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
が
、
国
内

外
で
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
な
か

で
、
町
が
推
進
し
て
い
る
自
然
と
環

境
と
産
業
と
が
調
和
し
た
観
光
施
策

と
ま
ち
づ
く
り
を
全
国
に
発
信
で
き

た
こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、

産
業
観
光
の
発
展
に
対
す
る
力
強
い

エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
一
方
、
ソ
フ

ト
事
業
の
充
実
や
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立

て
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
提
言
や
、

さ
ら
に
産
業
観
光
を
展
開
す
る
う
え

で
、
企
業
側
の
理
解
や
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
課
題

も
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
一

歩
ず
つ
乗
り
越
え
な
が
ら
産
業
観
光

に
対
す
る
方
向
性
を
定
め
、
各
機
関

と
連
携
・
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

低
迷
し
て
い
る
十
和
田
湖
地
域
の
観

光
振
興
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▼
国
際
交
流
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
13
か

国
22
名
の
皆
さ
ん
は
、
去
る
９
月
28

日
か
ら
11
月
11
日
ま
で
約
６
週
間
に

わ
た
り
、「
持
続
可
能
な
鉱
物
資
源
開

発
管
理
」
コ
ー
ス
の
研
修
を
行
い
、

11
月
12
日
に
離
町
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
鉱
物
資
源
を
保
有

す
る
開
発
途
上
国
共
通
の
テ
ー
マ
で

　

平
成
₂₆
年
度
第
７
回
町
議
会
が
₁₂
月
₁₀
日
か
ら
₁₇
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、

条
例
制
定
・
補
正
予
算
等
₁₇
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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あ
る
「
持
続
可
能
な
鉱
山
資
源
管
理

開
発
コ
ー
ス
」
に
つ
い
て
、
鉱
物
資

源
開
発
と
環
境
保
全
を
テ
ー
マ
に
幅

広
い
知
識
と
技
術
の
習
得
な
ど
を
中

心
と
し
た
内
容
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

期
間
中
は
、
町
民
と
の
交
流
も
積

極
的
に
行
っ
た
ほ
か
、
特
に
小
坂
町

国
際
交
流
協
会
が
主
催
し
た
歓
迎
会

や
歓
送
会
、「
日
本
文
化
の
体
験
」
で

は
お
茶
や
書
道
、
着
物
の
着
付
け
な

ど
を
体
験
す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
楽
し
く
温
か
な

交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た
小
坂

中
学
生
と
の
交
流
で
は
、
３
年
生
が

小
坂
町
や
日
本
文
化
に
つ
い
て
紹
介

し
た
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
が
自
国

の
紹
介
を
す
る
な
ど
異
文
化
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

▼
今
年
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て

　

11
月
14
日
、
役
場
庁
舎
に
お
い
て
、

町
内
自
治
会
長
を
対
象
に
除
雪
対
策

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に

出
席
し
た
27
自
治
会
に
対
し
て
、
今

年
の
除
雪
計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

除
雪
体
制
は
今
年
度
も
小
坂
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
へ
業
務
委
託
し
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
に
つ
い
て
も

同
社
が
対
応
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
た
だ
し
、
大
型
除
雪
機
の
入
れ

な
い
路
線
と
町
道
向
陽
線
の
歩
道
除

雪
に
つ
い
て
は
、
町
が
直
接
業
者
等

と
契
約
を
結
び
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
同
様
、
日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道
の
小
坂
北
イ
ン
タ
ー

へ
の
に
ア
ク
セ
ス
す
る
町
道
新
遠
部

線
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
十
和
田
管
理
事
務

所
よ
り
、「
イ
ン
タ
ー
料
金
所
と
の
兼

ね
合
い
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
速
道

路
株
式
会
社
側
で
除
雪
を
す
る
」
旨

の
申
し
出
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

依
頼
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

基
本
と
し
て
除
雪
路
線
、
延
長
と

も
変
わ
り
は
な
く
、
年
々
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
「
町
内
除
雪
デ
ー
」
に

つ
い
て
も
従
来
ど
お
り
実
施
す
る
こ

と
を
、
除
雪
対
策
協
議
会
で
も
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
道
、
県
道
を

管
理
す
る
秋
田
県
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
除
雪
を
心

が
け
ま
す
。

▼
「
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
運
用
開
始
」

に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
日
本
各
地

で
発
生
し
た
様
々
な
災
害
の
教
訓
か

ら
、
町
で
は
、
情
報
伝
達
手
段
の
充

実
を
図
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
様
々
な
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
緊

急
告
知
ラ
ジ
オ
」
に
よ
る
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決
定
し
た
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
り
、

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
秋
田
と
町
は
、

４
月
30
日
に
「
災
害
時
に
お
け
る
放

送
要
請
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
町
で
は

放
送
受
信
機
で
あ
る
専
用
ラ
ジ
オ
を

本
年
度
１
，２
０
０
台
を
購
入
し
た

ほ
か
、
エ
フ
エ
ム
秋
田
で
は
本
シ
ス

テ
ム
導
入
が
秋
田
県
内
で
初
め
て
と

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
係
る
機

器
設
備
一
式
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
来
年
度
、
全
世
帯
等
に
貸
与

で
き
る
よ
う
１
，２
０
０
台
の
追
加

購
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
伝
達
ま
た
は
警
告

が
生
じ
た
際
に
は
、
町
が
エ
フ
エ
ム

秋
田
に
放
送
を
要
請
し
、
同
社
は
、

直
ち
に
他
の
放
送
番
組
に
優
先
し
て

こ
れ
を
放
送
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情

報
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
も
、
緊
急
割

込
放
送
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
、
ラ
ジ
オ
は
自
動
的

に
起
動
、
ま
た
他
の
放
送
局
を
聴
い

て
い
る
場
合
は
自
動
的
に
エ
フ
エ
ム

秋
田
か
ら
の
放
送
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。

　

エ
フ
エ
ム
秋
田
で
は
、
こ
の
運
用

開
始
に
あ
わ
せ
て
、
毎
週
金
曜
日
の

午
後
４
時
20
分
か
ら
の
10
分
間
、「
マ

イ
シ
テ
ィ
マ
イ
タ
ウ
ン
小
坂
」
と
い

う
番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
町
の
防
災
情
報
以
外
に
も
観
光

情
報
な
ど
が
提
供
さ
れ
る
た
め
、
小

坂
町
の
宣
伝
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
実
施
し
た
電
波
受
信

状
況
調
査
で
、
屋
外
に
お
い
て
は
概

ね
受
信
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ッ
ド
ア

ン
テ
ナ
で
受
信
が
で
き
な
い
場
合
、

付
属
品
の
外
部
ア
ン
テ
ナ
で
屋
内
の

受
信
可
能
な
場
所
を
探
す
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、

地
理
的
条
件
や
各
家
屋
の
諸
条
件
に

よ
り
、
受
信
で
き
な
い
家
屋
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
対
策
と

し
て
は
、
屋
根
に
専
用
ア
ン
テ
ナ
等

を
設
置
し
た
り
、
家
屋
外
部
に
高
い

支
柱
を
建
て
る
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
の
難
聴
地
域
を
カ

バ
ー
す
る
中
継
局
の
設
置
の
必
要
性

も
検
討
し
て
ま
す
。　
　

　

町
か
ら
の
情
報
配
信
に
つ
い
て

は
、
本
シ
ス
テ
ム
を
含
め
複
数
の
手

段
を
講
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
情
報
に
気
づ
か
な
い
人
が
い
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
災
害
等
の
緊
急

時
は
特
に
各
個
人
が
得
た
情
報
を
近

隣
の
方
々
へ
伝
達
す
る
こ
と
も
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

▼
11
月
13
日
・
14
日
の
学
校
給
食
停

止
に
つ
い
て

　

給
食
調
理
員
の
検
査
は
、
食
中
毒

の
発
生
と
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬
期
間
、
月

２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
11
日
に
行
わ
れ
た
調
理
員
の

検
査
で
、
12
日
の
夕
方
に
１
人
か
ら

陽
性
反
応
が
確
認
さ
れ
た
と
の
報
告

を
受
け
、
直
ち
に
給
食
調
理
室
及
び

配
膳
室
、
ト
イ
レ
等
学
校
内
の
消
毒

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

学
校
給
食
を
11
月
13
日
及
び
14
日
の

２
日
間
停
止
し
ま
し
た
。
な
お
、
陽

性
で
あ
っ
た
調
理
員
か
ら
は
発
症
の

報
告
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
陰
性
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
出
勤

停
止
の
措
置
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
健
康
被
害
の
報
告
は
な
く
安
全

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
17
日
の

月
曜
日
か
ら
学
校
給
食
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
校
内
の
衛
生
管
理
及

び
給
食
調
理
員
の
健
康
管
理
に
は
充

分
に
配
慮
し
、
安
全
安
心
な
学
校
給

食
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
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▼
今
年
度
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
に
つ
い
て

　

４
月
22
日
に
実
施
さ
れ
た
今
回
の

調
査
は
、
原
則
と
し
て
小
学
校
６
年

生
の
国
語
と
算
数
、
中
学
校
３
年
生

の
国
語
と
数
学
で
、
各
学
年
の
全
児

童
生
徒
で
あ
る
小
坂
小
学
校
６
年
生

46
名
、
小
坂
中
学
校
３
年
生
45
名
が

受
検
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
で
は
、
小
坂
小
学
校

で
活
用
問
題
に
や
や
課
題
が
残
る
も

の
の
、
国
語
、
算
数
と
も
平
均
正
答

率
で
全
国
平
均
を
上
回
り
、
概
ね
良

好
な
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
坂
中
学
校
の
平
均
正
答

率
は
、
国
語
で
は
全
国
平
均
を
上
回

り
ま
し
た
が
、
数
学
に
課
題
を
残
し

ま
し
た
。

　

小
坂
小
・
中
学
校
と
も
こ
の
結
果

を
受
け
、「
学
び
合
い
の
あ
る
授
業
」

の
構
築
を
図
り
、
小
中
共
通
実
践
事

項
「
小
坂
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
基
づ

く
授
業
改
善
を
と
お
し
て
、「
活
用
す

る
力
」
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
小
坂
中
学
校
で
は
、
少
人

数
指
導
の
徹
底
を
目
指
し
、
数
学
で

は
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
け
て
授
業
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
学
習
内
容
の
定
着
を
図
っ
て
い

ま
す
。

▼
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
へ
の

自
主
公
開
研
究
会
に
つ
い
て

　

11
月
11
日
、
小
坂
小
学
校
と
小
坂

中
学
校
を
会
場
に
、
小
中
一
貫
教
育

の
取
り
組
み
を
公
開
し
研
究
す
る
自

主
公
開
研
究
会
が
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
教
育
関
係
者
を
迎
え
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
る
埼
玉
県

八
潮
市
か
ら
招
待
し
た
石
黒
貢
教
育

長
は
、
講
評
を
兼
ね
た
講
演
で
「
発

表
す
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
は
っ
き

り
し
て
い
て
、
各
学
年
ご
と
に
分
か

り
や
す
い
話
し
方
が
実
践
さ
れ
て
い

た
。“
小
坂
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
”
の
授
業

の
構
成
や
グ
ル
ー
プ
学
習
の
成
果
が

現
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
小
坂
小
学
校
・

中
学
校
の
宝
物
と
し
て
ほ
し
い
。」
と

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
開
授
業
で
の
小
学
生
・
中
学
生

の
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
や
態
度
、

教
員
の
表
情
か
ら
、
教
え
る
側
と
教

え
ら
れ
る
側
の
一
体
感
が
伝
わ
り
、

小
中
一
貫
教
育
の
確
か
な
手
応
え
が

感
じ
ら
れ
た
公
開
研
究
会
と
な
り
ま

し
た
。

▼「
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
・
ふ

る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
」
の
結
果
に
つ

い
て

　

県
民
み
ん
な
が
自
分
た
ち
の
郷
土

を
代
表
し
た
選
手
ら
を
応
援
し
、
全

県
が
盛
り
上
が
る
こ
と
で
「
元
気
で

賑
わ
い
の
あ
る
秋
田
」
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
９
月
28
日

に
秋
田
市
で
「
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ

ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
坂
町
チ
ー
ム
は
、
十
和
田
湖
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
青
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
身
を
包
み
、
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
懸
命
の
走
り
で
、“
た
す
き
”
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
は
終
始
デ
ッ

ト
ヒ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
、
ア
ン
カ
ー

を
つ
と
め
た
小
坂
高
校
１
年
の
米
田

菜
緒
さ
ん
が
、
全
29
チ
ー
ム
中
14
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
大
館
市
、
３
位
鹿
角
市
、

５
位
北
秋
田
市
と
北
鹿
勢
が
上
位
を

占
め
る
中
で
、
小
坂
町
は
、
美
郷
町
、

羽
後
町
に
次
い
で
「
町
の
部
」
３
位

に
入
賞
し
、
町
陸
上
競
技
協
会
の
監

督
・
コ
ー
チ
、
沿
道
で
応
援
し
た
町

民
や
保
護
者
の
方
々
を
感
激
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

▼
国
民
文
化
祭
・
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
つ
い
て

　

11
月
１
日
か
ら
２
日
に
渡
り
康

楽
館
で
開
催
さ
れ
た　

演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
出
演
者
を
含
め
県

内
外
か
ら
延
べ
約
９
０
０
名
、
演
劇

大
学
に
は
延
べ
１
４
０
名
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、「
青
森
中
央
高
校　

演

劇
部
」
と
、
県
内
の
演
劇
団
体
組
織

で
あ
る
「
秋
田
県
演
劇
団
体
連
盟
」

が
出
演
し
ま
し
た
。
特
に
青
森
中
央

高
校
演
劇
部
は
、
大
道
具
や
特
別
な

照
明
や
衣
装
も
使
わ
ず
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
迫
真
の
演
技
で
、
多
く
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、兵
庫
県
丹
波
市
の
「
劇

研　

椎
の
実
」、
岩
手
県
宮
古
市
の

「
劇
研　

麦
の
会
」、
盛
岡
市
の
「
劇

団
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
が
、
笑
い
あ
り
、

感
動
あ
り
の
楽
し
く
記
憶
に
残
る
舞

台
を
披
露
し
ま
し
た
。
幕
あ
い
に
は
、

町
の
児
童
劇
団
「
黒
子
座
き
っ
ず
」

が
、
表
現
豊
か
な
可
愛
い
演
技
で
観

客
を
涌
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
事
業
と
し
て
10
月
24

日
か
ら
26
日
、
小
坂
公
民
館
十
和
田

分
館
を
会
場
に
「
演
劇
大
学
in
あ
き

た
・
小
坂
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
外
で
活
躍
す
る
演
出
家
を
招

き
、
四
つ
の
実
技
指
導
と
二
つ
の
座

学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
民
文
化
祭
は
、
小
坂
町
の
芸
術

文
化
振
興
に
意
義
の
深
い
事
業
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
康
楽
館
の
舞
台

で
幅
広
い
人
材
や
世
代
の
交
流
を
図

り
、
町
を
多
様
な
舞
台
創
造
の
拠
点

と
し
て
発
信
す
る
た
め
の
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
国
の
登
録
有
形
文
化
財
の
認
定
に

つ
い
て

　
「
旧
小
坂
鉄
道
小
坂
駅
本
屋
及
び

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と
「
旧
小
坂
鉄

道
小
坂
駅
機
関
車
庫
」
が
、
11
月
21

日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
審
議
会
文
化

財
分
科
会
で
近
代
化
遺
産
と
し
て
の

価
値
が
認
め
ら
れ
、
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
坂
町
に
は
、
重
要
文
化
財
で
あ

る
旧
小
坂
鉱
山
事
務
所
と
康
楽
館
に

代
表
さ
れ
る
近
代
化
遺
産
群
が
保
存

さ
れ
、
観
光
施
設
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
産 

は
、
町
の

成
り
立
ち
と
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な

遺
産
で
あ
り
、
鉱
山
町
と
と
も
に
生

き
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
や
記
憶
を

詰
め
込
ん
だ
語
り
部
で
も
あ
り
ま
す
。

　

旧
小
坂
鉄
道
の
遺
産
が
、
新
た
に

国
登
録
文
化
財
と
な
っ
た
こ
と
を
契

機
に
、
今
後
は
文
化
財
と
し
て
の
価

値
は
も
と
よ
り
、
旧
小
坂
駅
に
込
め

ら
れ
た
人
々
の
想
い
も
引
き
継
い
で

い
け
る
よ
う
、
末
永
い
保
存
と
活
用

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
条
例
制
定

◆
小
坂
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

条
例

◆
小
坂
町
定
住
促
進
住
宅
条
例

●
条
例
の
一
部
改
正

◆
小
坂
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
条
例

◆
社
会
福
祉
基
金
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
条

例
◆
小
坂
町
老
人
憩
い
の
家
「
あ
か
し

や
荘
」
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
条
例

◆
小
坂
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
条
例

◆
小
坂
町
消
防
団
員
の
定
員
並
び
に

任
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
条
例

●
そ
の
他

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

●
補
正
予
算

【
平
成
26
年
度
小
坂
町
予
算
】

◆
一
般
会
計
（
第
５
号
・
第
６
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
２
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

◆
財
産
区
特
別
会
計
（
第
１
号
）

◆
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

主
な
議
決
事
項
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衆議院
小選挙区選出議員選挙
（投票率 61.48％）

投　票　者　数 3,026票
有 効 投 票 数 2,935票
無 効 投 票 数 91票
持　ち　帰　り 0票
不　　受　　理 0票

得票順 候補者氏名 得票数
１ かねだ　勝　年 1,390票
２ 緑　川　たかし 1,363票
３ ふじもと　金治 182票

計 2,935票

衆議院
比例代表選出議員選挙
（投票率 61.48％）

投　票　者　数 3,026票
有 効 投 票 数 2,913票
無 効 投 票 数 113票
持　ち　帰　り 0票
不　　受　　理 0票

届出順 候補者氏名 得票数
１ 維 新 の 党 286票
２ 生 活 の 党 62票
３ 公 　 明 　 党 419票
４ 日 本 共 産 党 198票
５ 民 　 主 　 党 944票
６ 幸 福 実 現 党 18票
７ 自 由 民 主 党 806票
８ 次 世 代 の 党 61票
９ 社 会 民 主 党 119票

計 2,913票

最高裁判所
裁判官国民審査
（投票率 59.90％）

投　票　者　数 2,947票
有 効 投 票 数 2,873票
無 効 投 票 数 74票
持　ち　帰　り 0票
不　　受　　理 0票

告示
番号 裁判官の氏名 罷免を可と

するもの
罷免を可と
しないもの

１ 鬼　丸　かおる 175票 2,698票
２ 木　内　道　祥 157票 2,716票
３ 池　上　政　幸 156票 2,717票
４ 山　本　庸　幸 149票 2,724票
５ 山　﨑　敏　充 145票 2,728票

小坂町選挙管理委員会事務局（℡  0186－29－３９０１）

平成26年12月14日執行

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

開票結果
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−身近な話題をお知らせください。

小坂町防犯協会が歳末の防犯啓発活動を実施

慌ただしい師走にご注意
　年末・年始における犯罪及び事故防止期間初日の
12月10日、小坂町防犯協会中央支部では歳末防犯
啓発活動のとして、地域安全パトロールを警察・町と
ともに町内の金融機関等を巡り、振り込め詐欺や年
末から年始にかけてあわただしくなるなかでの犯罪
を未然に防ぐためチラシを配布しながら啓発をはか
りました。

第42回秋田県交通指導隊大会表彰

目時さん、杉原さんが受賞
　11月７日、秋田市文化会館において第42回秋田県
交通指導隊大会が催され、目時勝さん（荒川）が永
年勤続（20年以上）優良隊員表彰、杉原智美さん（濁
川）が、満７年以上勤続優良隊員表彰をそれぞれ受
賞しました。
　目時さんは、平成６年に町交通指導隊員として任
命されて以来、20年にわたり交通安全意識の高揚と
交通安全意識の普及徹底に尽力し、平成13年からは
町交通指導隊隊長を勤め、指導者として活躍してい
ます。
　杉原さんは、平成19年から町交通指導隊に入隊し
てから７年間にわたり、交通安全運動に参画してきた
ほか、交通事故防止活動を積極的に努められました。

鹿角交通協会小坂支部　町内飲食店で呼びかけ

飲酒運転はやめましょう!
　12月４日、飲酒が増える時期を前に、飲酒運転撲
滅のため、年末の交通安全運動の一環として鹿角交
通協会小坂支部（亀田誠一部長）は、町及び警察の
協力のもと町内の飲食店を巡回し、「飲酒運転をしな
い、させないため、ご協力をお願いします。」と呼び
かけ、チラシ等を配布しながら理解を求めました。
　同協会は、町の交通安全対策協議会や警察と連携
し、春・秋の交通安全運動の桃太郎旗設置や交通安
全パレード、上川原バス停での交通安全テント村や
街頭指導実施など、さまざまな活動で交通安全意識
の向上や啓発に努めています。

　平成26年度分の所得税の申告相談を下記のと
おり行います。また、国税庁ホームページ（http://
www.nta.go.jp）では、確定申告書を自宅で作成し、
送信できる「確定申告書作成コーナー」や、確定申
告に関する情報、税金に関する疑問に答えする「タッ
クスアンサー」の情報等を提供してしていますので
ご利用ください。

▪確定申告作成会場　大館税務署
▪設置期間　２月９日（月）～３月16日（月）
　　　　　　※土・日・祝日を除く
▪開設時間　午前９時～午後５時

消費税確定申告
　平成26年４月１日から消費税（地方消費税を含む）
の税率は８％です。平成26年分（平成26年４月１
日を含む課税期間）の消費税及び地方消費税の確
定申告書を作成するためには、帳簿等において、課
税取引を適用税率ごとに区分して集計する必要があ
ります。
※消費税法の改正内容については、国税庁ホーム
ページ（http://www.nta.go.jp）をご覧ください。

大館税務署（TEL０１８６－４２－０６７１)
お問い合わせ

大館税務署からのお知らせ
�������������������������������

�������������������������������

確定申告の相談・受付
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申
告
�
必
要
�
�

平成27年度町県民税申告のお知らせ

平成27年度町県民税申告相談を２月３日㈫から行い
ます。（左のページの日程参照）「申告相談のお知らせ」
と「平成27年度町県民税申告受付書兼平成27年度簡易
申告書」は１月下旬郵送予定です。

平
成
27
年
１
月
１
日
現

在
、小
坂
町
に
住
ん
で

い
ま
し
た
か
？

平
成
26
年
中
は
非
課
税
収
入

（
注
１
）の
み
か
、全
く
収
入

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提

出
し
ま
す
か
？

収
入
は
１
ケ
所
か
ら
の
給
与
の

み
で
、勤
務
先
か
ら
小
坂
町
に

「
年
末
調
整
し
た
給
与
支
払
報

告
書
」が
提
出
さ
れ
ま
す
か
？

１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村

へ
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
１
月
１
日
現
在
、小
坂
町
に
事

務
所
・
事
業
所
を
お
持
ち
の
方
は
、

小
坂
町
に
も
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

非
課
税
収
入
の
み
や
、
全
く
収
入
が

な
か
っ
た
場
合
は
、｢

簡
易
申
告
書｣

に
記
入
し
て
、
役
場
各
施
設
に
設
置

し
て
い
る
投
函
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。（
収
入
が
な
か
っ
た
こ
と
を
申
告

し
て
く
だ
さ
い
）

郵
送
で
も
結
構
で
す
。

今
回
は
、
町
県
民
税
の
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
年
金
か
ら
所
得
税
を
源
泉
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

②
各
種
控
除（
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険

控
除
等
）を
受
け
な
い
と
住
民
税
が
か

か
り
ま
す
か
？

目
や
す
と
し
て
は
…
扶
養
者
が
い
な
い
場
合

　

65
歳
未
満
で
年
金
収
入
が
１
０
３
万
円
以
上

　

65
歳
以
上
で
年
金
収
入
が
１
５
３
万
円
以
上

平
成
27
年
度
町
県
民
税
簡
易

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

｛

※（注１）非課税収入＝遺族年金・遺族恩給・障害年金・失業手当・労災保険・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕送り（扶養義務の履行による）・生活保護費など
※（注２）公 的 年 金＝老齢年金（国民年金・厚生年金・共済年金）など

●申告書（役場又は税務署から送付されたもの）と印鑑
●所得税が還付になると思われる人は本人名義の金融
機関の口座番号がわかるもの
●給与所得や公的年金所得がある人は、源泉徴収票
●営業所得や農業所得、不動産所得があるかたは、帳
簿、出荷証明書、領収書などの関係書類
●配当所得、生命保険契約の年金・郵便年金・シルバ
ー人材センター会員配分金、生命保険などの満期金
などがある方は支払いなどの通知書
●各種控除対象の証明書・領収書・契約書など

●医療費控除を受ける場合は領収書等の金額は必ず集
計してきてください。｢医療費控除明細書｣　｢おむ
つ使用証明書｣の用紙は役場各施設に備え付けてい
ますのでご利用ください。また小坂町役場のホーム
ページからもダウンロードできます。
●営業や農業等の収入がある人は収入と必要経費（各
種経費ごとの１年間の集計は必須）をまとめてきて
ください。
※整理が不十分な場合は後日に回っていただく場合が
ありますのでご了承ください。
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２／３
４
５
６
９
10
12
13
16
17

18

19
20
23
24
25
26
27

３／２
３
４
５
６
９
10
11
12
13
16

（火）
（水）
（木）
（金）
（月）
（火）
（木）
（金）
（月）
（火）

（水）

（木）
（金）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）

野口（施設含）
濁川（１区）
濁川（２区）
濁川（３区）
余路米、砂子沢
万谷上
万谷下
荒川
大地、北つつじ平、南つつじ平
道作、狐崎、牛馬長根、赤坂、子坂
　　　　　大川岱、鉛山十和田湖

　休平、生出
北あけぼの、南あけぼの
鴇、長沢
藤原、鳥越
上川原
岩沢、魁
中小坂、下小坂
上小坂、大生手
矢柄平、細越
古苦竹
細前田、川通り、重兵衛
永楽町、尾樽部、成森、みどりヶ丘
新花町、銀山町、寺の沢、山手、ひまわり
藤倉団地
栄町、蛍、けやき宿舎
若葉町、栗平
さくらんぼ団地
一本杉、中央団地、東渡ノ羽、向陽
予備日

川　上　公　民　館

七滝コミュニティーセンター
（ほっとりあ）

小坂町交流センター
（セパーム）

大 川 岱 自 治 会 館
休 平 自 治 会 館

 9:00～12:00
13:00～15:00

 9:00～12:00
13:00～15:00

 9:30～11:30
13:30～15:30

（待ち時間が長くなる場合もあります。ご了承ください。）

●医療費控除、住宅借入金等特別控除を受ける方
●年の途中で退職した方で、年末調整をしていない方
●そのほか各種控除を受ける方
　還付申告の方は、国税庁ホームページ「確定申告書等
　作成コーナー」をご利用ください。
※国税庁ホームページアドレスは、http://www.nta.go.jpです。

月　日 曜日 町　内　会　名 会　　　　　　　場 受付時間
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　11月25日、毎年恒例となった小学生との交流「縄な
い・しめ縄作り」をしました。４～５年生は「縄ない」、
６年生はちょっと難しい「しめ縄」。稲わらを使った昔
ながらの作業ですが、子ども達は地域のおじいちゃん
やおばあちゃんに教わりながら、一生懸命作っていま
した。

第３回

老壮大学11月学習会
世代交流  ～縄ない～

　11月29日、第16回小坂町ユニカール大会が、セパー
ムを会場に開催されました。
　参加は12チームと少なめでしたが、地域の仲間、職
場、家族などのチームが、和気あいあいとした雰囲気
ながらも、競ったゲームになるとチームで綿密な作戦
を立てたりして熱戦をくり広げました。

第16回小坂町ユニカール大会
頭脳と体とストーンを使って

　

12
月
21
日
、第
３
回
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
ア
カ
シ
ア
ス
プ
リ
ン

ト
大
会
が
、町
内
企
業
等
の
協
賛
に
よ
り
小
坂
町
記
念
競
技

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
ま
ん
中
で
行
わ
れ
る
大
会
は
好
評
で
、県
南
や
岩
手

県
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
今
年
は
積
雪
も
多

く
コ
ー
ス
内
に
作
ら
れ
た
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
レ
ー
ス
展
開
を

お
も
し
ろ
く
し
て
、応
援
に
駆
け
つ
け
た
人
や
町
民
か
ら
熱

い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終

了
後
に
は
、

桃
豚
な
ど
町

の
特
産
品
が

当
た
る
お
楽

し
み
抽
選
会

が
行
わ
れ
、

賞
品
が
当

た
っ
た
選
手

は
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
な
ど

体
全
体
で
喜

び
を
表
し
、

大
会
で
一
番

の
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
中
学
校
男
子
の
部

第
１
位　

菩
提
野
大
将
（
花
輪
二
中 

３
年
）

第
２
位　

西
舘　

勇
陽
（
一　

戸　

中 

１
年
）

第
３
位　

西
舘　

洸
希
（
一　

戸　

中 

２
年
）

◆
中
学
校
女
子
の
部

第
１
位　

滝
沢　

日
菜
（
安　

代　

中 

２
年
）

第
２
位　

田
中　

星
那
（
花
輪
一
中 

２
年
）

第
３
位　

本
田　

千
佳
（
小　

坂　

中 

１
年
）

◆
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部

第
１
位　

堀
部　

慈
生
（
合
川
北
小 

６
年
）

第
２
位　

山
田　

龍
輔
（
上
小
阿
仁
小 

６
年
）

第
３
位　

畠
山　
　

怜
（
花　

輪　

小 

６
年
）

◆
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部

第
１
位　

澤
田　

羽
夏
（
小　

坂　

小 

６
年
）

第
２
位　

小
鮒　

玲
愛
（
有　

浦　

小 

４
年
）

第
３
位　

吉
原　

莉
胡
（
有　

浦　

小 

４
年
）

◆
小
学
校
低
学
年
男
子
の
部

第
１
位　

高
畑　
　

歩
（
花　

輪　

小 

３
年
）

第
２
位　

藤
本　

孝
輔
（
鷹　

巣　

小 

３
年
）

第
３
位　

奈
良
竜
太
郎
（
扇　

田　

小 

３
年
）

◆
小
学
校
低
学
年
女
子
の
部

第
１
位　

小
鮒
穂
乃
実
（
有　

浦　

小 
３
年
）

第
２
位　

齊
藤　

り
ん
（
田　

山　

小 

３
年
）

第
３
位　

近
藤　

柚
葉
（
鷹
巣
中
央
小 

３
年
）



1111

生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館︵☎2₉⊖2₀6₉︶
川上公民館︵☎2₉⊖2₃₄₄︶　七滝公民館︵☎2₉⊖₃₄₁₁︶

　

12
月
12
日
、七
滝
公
民
館（
ほ
っ

と
り
あ
）に
お
い
て
、「
我
が
家
の
味

自
慢
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
ち
ょ
う
ど
50
回
と
い
う

節
目
を
迎
え
た「
我
が
家
の
味
自

慢
」は
、年
末
の
恒
例
行
事
と
し
て

定
着
し
、た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
自
慢
の
漬
け
物
や
保
存

食
、果
実
酒
や
手
工
芸
品
等
が
計

1
2
2
点
出
品
さ
れ
、来
場
者
は
各

家
庭
の〝
味
〞を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。ま
た
即
売
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
が
各
家
庭
で
大

事
に
受
け
継
い
で
き
た〝
味
〞を
、

次
の
世
代
に
も
ぜ
ひ
伝
え
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

七
滝
地
区
漬
け
物

県
教
委
へ
小
坂
高
校
存
続
を
強
く
要
望

50
回
の
節
目
を
迎
え

　

町
・
町
議
会
と
小
坂
高
校
関
係

団
体
や
地
域
団
体
の
代
表
で
構
成

す
る
小
坂
高
校
発
展
支
援
協
議
会

（
会
長
・
細
越
満
町
長
）関
係
者
が
、

11
月
28
日
に
県
教
育
庁
を
訪
問
し
、

米
田
進
教
育
長
に
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た「
第
７

次
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
整
備
計

画
」第
一
次
素
案
で
は
、鹿
角
地
区

に
つ
い
て
、三
校
統
合
を
視
野
に
入

れ
て
高
校
再
編
の
検
討
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
が
、「
小
・
中
学
校

そ
し
て
小
坂
高
校
が
地
元
企
業
や

研
究
施
設
と
も
連
携
し
、地
域
経
済

に
貢
献
す
る
人
材
育
成
を
図
る
教

育
環
境
を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が
、新

総
合
教
育
エ
リ
ア
構
想
の
実
現
に

つ
な
が
る
」と
、小
坂
高
校
の
存
続

を
強
く
要
望
し
た
も
の
で
す
。

　

米
田
教
育
長
は
、10
回
目
と
な
る

要
望
書
を
受
け
、「
30
年
先
を
見
据

え
て
、こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
教
育
環
境
を

整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。小
坂
町
の

皆
さ
ん
の
熱
意
は
充
分
に
知
っ
て

お
り
、６
月
に
は
高
校
再
編
の
第
二

次
素
案
を
お
示
し
し
て
、再
度
、町

民
の
皆
様
に
ご
相
談
し
、そ
の
う
え

で
成
案
と
し
た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

▲（株）エドウィン小坂ジーンズ▲十和田オーディオ（株）

　「すごいぞ！小坂のモノづくりを追え」と題した大人の学び塾は12月５日、（株）エドウィン小坂ジーンズ
と十和田オーディオ（株）の２社を見学してきました。
　純国産にこだわるエドウィンでは、熟練したスタッフが50の行程を分担し、様々なジーンズを完成させ
ていました。また、十和田オーディオでは、携帯電話やスマートフォン内蔵のテレビアンテナのほか、最近
では最先端医療機器の分野にも参入しているとのことです。
　参加者からは、「町の企業の技術の高さに驚いた」「どちらも町で30年もの歴史があるのに、知らないこと
がたくさんあった」「小坂発であることを誇りに思うし、もっと知らせてほしい」など感想が出され、新たな
発見とともに町の企業について理解を深めました。

モノづくりの現場を視察

七
滝
地
区
漬
け
物

七
滝
地
区
漬
け
物

七
滝
地
区
漬
け
物

七
滝
地
区
漬
け
物
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生涯学習だより図書館︵☎2₉⊖22₀₇︶
郷土館︵☎2₉⊖₄₇26︶
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17〈開催日時〉１月17日（土）10：30～11：00
◇幼児～小学校・保護者対象
◇自由参加・無料

　11月21日、文化庁の文化審議会により文部科学大臣に
答申され、小坂鉄道レールパーク内の「旧小坂鉄道小坂
駅本屋及びプラットホーム」と「旧小坂鉄道小坂駅機関
車庫」が国の登録有形文化財に登録されました。
　これで小坂町の登録有形文化財は、「天使館（旧聖園マ
リア園）」「旧小坂鉱山病院記念棟」「十和田ホテル」を含
め５件となります。
　登録有形文化財に登録されたことで、町民の思い出の
場、歴史的産業遺産がまたひとつ、後世に引き継がれる
ことになります。
　今後も大切な思い出が遺産として引き継がれるよう、町
民皆さんからのご協力もいただき、維持に努めます。

●
１
・
２
年
生
に
よ
る
進
路
活
動

　

11
月
７
日
、
地
元
企
業
見
学
（
１

年
生
）、
14
日
に
県
外
企
業
見
学

（
１
・
２
年
生
／
八
戸
市
）、
18
日
は

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
２
年
生
）
を
行

い
ま
し
た
。

　

企
業
見
学
で
は
、
会
社
の
見
学

は
も
ち
ろ
ん
、
代
表
取
締
役
の
方
の

熱
弁
に
、
生
徒
は
本
格
的
に
進
路

を
考
え
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
は
、

専
門
学
校
か

ら
講
師
を
招

き
、
希
望
職

業
別
に
生
徒

ら
は
真
剣
な

眼
差
し
で
受

講
し
て
い
ま

し
た
。

●
比
内
養
護
学
校
か
づ
の
分
校

と
の
交
流
会

　

11
月
20
日
、
か
づ
の
分
校
高
等

部
の
24
名
が
来
校
し
、
環
境
技
術

科
の
実
習
と
体
育
科
の
授
業
に
参

加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
金
属
加
工
の
仕
上
げ

過
程
を
体
験
し
、
ペ
ー
パ
ー
ス
タ

ン
ド
を
製
作
し
ま
し
た
。
体
育
で

は
「
よ
さ
こ
い
康
楽
宝
船
」
を
一
緒

に
演
舞
し
ま
し
た
。

　

同
じ
世
代
の
高
校
生
と
し
て
、

互
い
に
得
る
も
の
が
あ
っ
た
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

●
高
校
生
に
よ
る
小
学
生
も
の

づ
く
り
出
前
授
業

　

今
年
度
も
「
高
校
生
に
よ
る
小

学
生
も
の
づ
く
り
出
前
授
業
」
を

小
坂
小
学
校
全
学
年
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
実
績
は
、
９
月
11
日

（
小
坂
小
学
校
２
年
生
）、
９
月
30
日

（
同
４
年
生
）、
10
月
14
日
（
同
１
年

生
）、
11
月
27
日
（
同
３
年
生
）、
12

月
１
日
（
同
６
年
生
）
に
、
行
な
い

ま
し
た
。

　

各
学
年
に

応
じ
た
も
の

づ
く
り
や
研

究
を
、
小
学

生
と
高
校
生

が
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。
児
童

た
ち
は
高
校
生
の
話
を
参
考
に
真

剣
に
製
作
に
励
み
、
動
作
確
認
す

る
と
き
は
楽
し
み
な
が
ら
授
業
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
に
は
、
２
月
に
同
５
年
生

の
も
の
づ
く
り
教
室
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

●
１
・
２
月
の
日
程

・
始　

業　

式　

１
月
14
日（
水
）

・
課
題
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　

１
月
24
日（
土
）

・
代　

休　

日　

１
月
26
日（
月
）

・
３
年
生
５
次
考
査

　
　
　
　
　
　
　

１
月
28
日（
水
）～

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
２
日（
月
）

・
前
期
選
抜
学
力
検
査

　
　
　
　
　
　
　

１
月
28
日（
水
）

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です新
小説・エッセイ
■ワンダフルストーリー／伊坂幸犬郎（913）
■ダブルトーン／梶尾真治（913）
■ナオミとカナコ／奥田英朗（913）
■私の命はあなたの命より軽い／近藤史恵（913）
■逢魔／唯川恵（913）
■化土記／北原亞以子（913）

実用書
■執着の捨て方−「私」を手放して
　自由になる（184）
■日本人が保険で大損する仕組み（339）
■不幸な認知症幸せな認知症（493）

児童書
■にんじゃざむらいガムチョコバナナ（913）
■ぼく、悪い子になっちゃった！（913）
■くしゃみがとまらないのですよ（Ｅ）
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【特別障害者手当】
　在宅の重度障害者（20歳以上）の方で、重度の障害（寝
たきり等で日常生活において常時特別の介護を必要と
するような状態）が、３か月以上継続している場合に
申請できます。
　１人につき月額26,080円（平成26年12月現在）の支給
ですが、入院期間が３か月を越える、または施設入所
すると支給が停止となります。

【老齢者の所得税、地方税上の障害者控除】
　老齢者（65歳以上の者）については、所得税法、地方
税法の規定により、身体障害者手帳の交付を受けてい
る者等のほか、身体障害者に準ずる者等として、市町
村長の認定を受けている者が、障害者控除の対象とさ
れています。
　課税世帯の方で、認定を希望される場合は書類を発
行しますので、ご連絡ください。

【おむつに係る医療費控除について】
　おむつ代が医療費控除の対象として認められるため
には、治療上おむつの使用が必要であることの医師が
発行した「おむつ使用証明書」が必要となります。

（※以前、「おむつ使用証明書」
を提出している方の中には、
町で証明書を発行できる方
もおりますのでご連絡く
ださい。）
　詳しい内容等は、地
域包括支援センターま
でお気軽にお問い合
わせください。

お問い合わせ先

小坂町地域包括支援センター （℡29‒２９５０）

上十三・十和田湖広域定住自立圏からのお知らせ
　上十三・十和田湖広域定住自立圏（十和田市・三沢市・野辺地町・七戸町・六戸町・横浜
町・東北町・六ヶ所村・おいらせ町・小坂町）で行われるイベントを紹介します。

市町村名 イベント名 日　　時 場　所 内　　　容 問い合わせ先

十和田市

「田中忠三郎が伝える
精神」展～東北の民俗
衣コレクションと現代
美術～

開催中～
２月₁₅日㈰まで

十和田市現代
美術館

田中忠三郎のコレクション数十点の
衣服や民具とともに、独自の視点
で様々な素材に向き合ってきた現代
の作家作品をあわせて展示します。

十和田市現代
美術館
℡  ₀₁₇6︲2₀︲₁₁2₇

奥入瀬イルミネー
ション201�

開催中～
２月2₈日㈯まで

奥入瀬温泉郷中
心街エリア（十和
田市焼山地区）

約３万球の電球が冬の焼山を
彩ります。

奥入瀬インフォメーション
hakocco.（ハコッコ）
℡  ₀₁₇6︲₇₄︲2₇₀₀

第2₇回とわだ雪見
ラリー

２月４日㈬
₁₈時～

十和田商工会
館（受付場所）

指定された５つの店で好みの飲み
物を飲み、確認の印をもらったら、
商工会館での抽選会に参加しよう！

十和田商工会議所
℡  ₀₁₇6︲2₄︲₁₁₁₁

東北町 ワカサギ釣り堀 １月₁₀日㈯～
　　３月８日㈰

小川原湖公園
特設釣り堀

小川原湖公園の特設釣り堀でワ
カサギの氷上釣り気分が味わえ
ます。

東北町役場
商工観光課
℡  ₀₁₇6︲₅6︲₄₁₄₈

おいらせ町 百石えんぶり ２月₁₅日㈰、
₁6日㈪、₁₇日㈫

おいらせ町
百石地区

春を告げ五穀豊穣を祈願する百石えん
ぶりは、₁₉₀年以上の伝統を持つ上北
郡内に唯一残るえんぶり。手で押さえ
ず、烏帽子を激しく振るのが特徴です。

おいらせ町社会
教育・体育課
℡  ₀₁₇₈︲₅6︲₄2₇6

三沢市

三沢市民俗芸能
公演会

１月₁2日㈪㈷
₁₀時～₁₅時

三沢市公会堂 
小ホール

三沢市の古い集落に長く伝承されて
きた郷土芸能。その保存・伝承に
取り組んできた、₁₀保存会の活動の
成果をご披露します。(入場料：無料）

三沢市生涯学習
課文化振興係
℡  ₀₁₇6︲₅₃︲₅₁₁₁

第８回あおもり
科学大賞

1月1�日㈰
10時～ 1�時

県立三沢航空
科学館 特別
展示室

県内小中学生が身近で見つけた素朴な
疑問を、自由に研究・体験した成果を
発表します。観覧者を対象としたお楽し
み抽選会も開催します。(入場料：無料)

青森県立三沢
航空科学館
℡  ₀₁₇6︲₅₀︲₇₇₇₇

高校生パフォーマン
スライブ

２月８日㈰
₁₃時～

スカイプラザ
ミサワ２階

バンド演奏やダンス、お笑いなど、企画・
演出・出演の全てを高校生が手作りする
エンターテインメントです。（入場料：無料）

Resonance
（レゾナンス）
℡  ₀₉₀︲662₅︲22₅₃
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十和田湖畔休十和田湖畔休十和田湖畔休十和田湖畔休十和田湖畔休十和田湖畔休屋屋屋屋
11:00～21:00

十和田湖畔休十和田湖畔休会場

平日 土日祝

雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。

期間中毎日 17：00～21：00

期間中毎日 常　設

光のゲート＆光のトンネル

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

凜とした透き通る冬空に打ち上げ
られる花火。
華開く光の乱舞がファンタジステ
ックナイトを演出します。

期間中毎日 20：00～（約10分）

冬花火冬花火

秋田・青森のソウルフードが大集
合。あったまります。

期間中
毎　日

平　日 15：00～21：00
土日祝 11：00～21：00

ゆきあかり横町

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥ ‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。

期間中毎日 17：00～21：00

乙女の像ライトアップ

期間中毎日 17：00～21：00
グリューネワイン＆ワックスボール

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

幻想的な光のイルミネーションの数々。
期間中毎日 17：00～21：00
イルミネーション

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

期間中毎日 18：00～21：00
かまくらＢａｒ＆足湯

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

金・土・日・祝 11：00～19：00

バナナボート＆
　  ホーストレッキング

雪のすべり台

あったか子どもハウス

♦バナナボート

土・日・祝 10：00～15：00
♦ホーストレッキング

十和田湖畔休

期間中毎日 17：00～2117 00～21：00期間中毎日

光のゲート＆
17：00～21

＆光のトンネル
00～21：00

光のトンネル光のトンネル
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光のゲート
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期間中毎日

光のゲート
期間中毎日
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華開く光の乱舞がファンタジステ

期間中
毎　日

華開く光の乱舞がファンタジステ

土日祝 11 00～21
期間中

華開く光の乱舞がファンタジステ
ックナイトを演出します。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

平　日 15
ゆきあかり横町

華開く光の乱舞がファンタジステ
ックナイトを演出します。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

平　日 15
ゆきあかり横町

：
ゆきあかり横町ゆきあかり横町

期間中 平　日 15
ゆきあかり横町

：00～2100～21
ゆきあかり横町

華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ
ックナイトを演出します。

ゆきあかり横町

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

華開く光の乱舞がファンタジステ
ックナイトを演出します。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

ゆきあかり横町

華開く光の乱舞がファンタジステ
ックナイトを演出します。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

ゆきあかり横町ゆきあかり横町

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

ゆきあかり横町ゆきあかり横町

ックナイトを演出します。

ゆきあかり横町

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

ゆきあかり横町

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ
ックナイトを演出します。
華開く光の乱舞がファンタジステ
ックナイトを演出します。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

ゆきあかり横町

ックナイトを演出します。

ゆきあかり横町

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

期間中期間中
ゆきあかり横町

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

ゆきあかり横町

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
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期間中毎日

乙女の像ライトアップ
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幻想的な光のイルミネーションの数々。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

グリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボール

幻想的な光のイルミネーションの数々。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

グリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボール

幻想的な光のイルミネーションの数々。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
幻想的な光のイルミネーションの数々。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

グリューネワイン＆ワックスボール

幻想的な光のイルミネーションの数々。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

グリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボール

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
幻想的な光のイルミネーションの数々。

グリューネワイン＆ワックスボール

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

グリューネワイン＆ワックスボール
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ｒ＆足湯

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

ｒ＆足湯

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

グリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボール
期間中毎日期間中毎日期間中毎日期間中毎日期間中毎日
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

かまくら

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
期間中毎日期間中毎日期間中毎日期間中毎日

期間中毎日
かまくら
期間中毎日
かまくらかまくら

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

かまくら

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

十和田湖のシンボル「乙女の像」と

期間中毎日

十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と

1717 00～2100～2100～21 00

十和田湖のシンボル「乙女の像」と

期間中毎日

十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

17：00～21
イルミネーション

1717：00～2117：00～2100～21
イルミネーション

00～2100～21 00
イルミネーション
期間中毎日
イルミネーション
期間中毎日期間中毎日 00000000～21：0000～21：0000～21：00
イルミネーション

十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーションイルミネーション

散歩道を幻想的にライトアップ。散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。
十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション
期間中毎日
イルミネーション
期間中毎日期間中毎日期間中毎日
イルミネーション
期間中毎日期間中毎日

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

雪と光が織りなすイベント会場へ雪と光が織りなすイベント会場へ 十和田湖のシンボル「乙女の像」と十和田湖のシンボル「乙女の像」と
散歩道を幻想的にライトアップ。

期間中毎日

雪と光が織りなすイベント会場へ

　  ホーストレッキング
バナナボート
　  ホーストレッキング

雪と光が織りなすイベント会場へ雪と光が織りなすイベント会場へ

（約10分） 　  ホーストレッキング

雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆

雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング

雪と光が織りなすイベント会場へ雪と光が織りなすイベント会場へ雪と光が織りなすイベント会場へ雪と光が織りなすイベント会場へ雪と光が織りなすイベント会場へ雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆

雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆

雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆

散歩道を幻想的にライトアップ。

イルミネーション

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

イルミネーション

散歩道を幻想的にライトアップ。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

　  ホーストレッキング

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング　  ホーストレッキング

の正面入口のゲートとトンネル。の正面入口のゲートとトンネル。の正面入口のゲートとトンネル。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

雪と光が織りなすイベント会場へ雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
雪と光が織りなすイベント会場へ
の正面入口のゲートとトンネル。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆

の正面入口のゲートとトンネル。
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆
（約10分）（約10分）

バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆
　  ホーストレッキング
バナナボート＆

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

バナナボート＆

ホーストレッキングホーストレッキング

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
土・日・祝
♦ホーストレッキング♦ホーストレッキング華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ華開く光の乱舞がファンタジステ

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
土・日・祝
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
土・日・祝
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

ホーストレッキングホーストレッキングホーストレッキング

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
00～15

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
10

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
10：00～15

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
00～15

グリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボール
期間中毎日

00～15：0000
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

00～15

グリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボール
期間中毎日

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥ グリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボールグリューネワイン＆ワックスボール‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
00～15：00

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
00

常　設常　設期間中毎日 常　設

あったか子どもハウス
秋田・青森のソウルフードが大集

：0000
：00

ゆきあかり横町ゆきあかり横町 雪のすべり台
：0000

ゆきあかり横町ゆきあかり横町

常　設常　設常　設常　設

あったか子どもハウス

雪のすべり台

期間中毎日

あったか子どもハウス

雪のすべり台

常　設

あったか子どもハウス

雪のすべり台

常　設

あったか子どもハウス

雪のすべり台雪のすべり台

期間中毎日
かまくらかまくら

期間中毎日期間中毎日期間中毎日
‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥
期間中毎日期間中毎日期間中毎日

期間中毎日期間中毎日

あったか子どもハウス

雪のすべり台

期間中毎日
かまくらかまくら

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

かまくらかまくら

‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥…‥

あったか子どもハウスあったか子どもハウスあったか子どもハウスあったか子どもハウス

雪のすべり台
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１．申請様式
　国土交通省統一様式又は秋田県様式
　（※詳細は町ホームページを参照）
２．受付期間
　２月２日（月）～２月27日（金）（土日祝日除く）
　午前９時～正午、午後１時～午後５時
　※郵送は期間内必着。期間外に到着したものや対象
外の申請については、受付も返却もしません。

　※期間以降の「随時受付」は一切行いません。
　　次の受付は中間年になりますのでご注意ください。
３．有効期間（２年間）
　平成27年４月１日～平成29年３月31日
４．提出方法
　１）A４判ファイル綴込にて提出
　 　（建設工事は「青」、測量・建設コンサルタント等は

「赤」、物品は「黄」のファイルとし、表紙・背表紙に
タイトルと社名を記入）

　２）持参又は郵送

５．その他
　１）郵送にて申請される場合は、提出書類に受領通

知用の切手貼付済返信封筒、もしくは官製はが
きを同封願います。

　２）申請書類提出後、次の事項に変更が生じた場合
は、速やかに変更届を提出してください。

　　①本店、支店等の商号又は名称
　　②代表者又は支店長等の氏名
　　　（委任先がある場合は委任状を添付）
　　③住所又は電話番号
　　④使用印鑑
　　⑤事業内容の変更
　　⑥建設業者の許可番号及び許可年月日

［町ホームページ］
http://www.town.kosaka.akita.jp
トップページ「事業者の方へ」で確認ください。

［住所］十和田湖字大川岱19‒13
［家賃］16,200円～37,300円
［概要］木造２階建て　２戸１棟
　　　３ＬＤＫ（食堂、台所、居間、洋室等）

［住所］小坂鉱山字渡ノ羽65
［家賃］36,900円～44,100円
［概要］木造平屋建て１棟
　　　３ＬＤＫ（食堂兼居間、和室２室、
　　　洋室１室、台所等）

単身可

※募集期間
１月23日㈮まで

■入居資格・注意事項
　現在住宅に困っている方で、大川岱住宅は単身入
居可・所得制限有りで、渡ノ羽住宅（特賃）は単身入
居不可・中堅所得者向け（制限範囲有り）です。
■申込方法
　「町営住宅入居申込書」に、家族全員分の「住民票」・
「所得・課税証明書」・「納税証明書」を添えて、建設班
にお申し込みください。

▼敷地内の雪（屋根からの雪も含む）を道路や河川、
水路等に捨てると大変危険です。絶対にやめまし
ょう。

▼指定雪捨て場は小坂川沿いの「川通り」と「さくら
んぼ団地」の２箇所となっています。

▼冬期間の通行が危険な箇所は通行止めとしていま
す。車両等で進入しないよう注意してください。

▼町の除雪車は主に深夜から早朝にかけて出動して
いますが、様々な事情で除雪が遅れることがあり
ます。そういった場合でも定期路線は必ず除雪し
ますのでご理解をお願いします。

▼除雪車の構造上、路肩や各家の出入口等に雪が残
ってしまう場合があります。残雪の処理について
ご協力をお願いします。

▼路上駐車している区間は除雪を行うことができま
せん。地域の迷惑となるほか、緊急車両等の通行
の妨げにもなりますので絶対に止めてください。

このページに関するお申込み・お問い合わせは　建設班（℡29－３９１０）

入札参加資格審査申請
２月２日（月）より受付を開始します

冬期間の除排雪について
注意とお願い
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　平成27年２月１日を基準日に、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2015年農
林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに実施される極めて大切な
調査です。
　平成27年1月中旬から２月１日まで農林業を営んでいる皆様のところに調査員が訪問し
て、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

※本調査は、農業を営んでいる個人及び法人のほか、農業を営んでいない農地や山林の所
有者も確認対象となっている場合があります。調査員が訪問した際は、聞き取り調査へ
のご協力をお願いします。

■お問い合わせ連絡先　総務管財班（℡29－３９０１）

マイホームを買った人も
これから買う人も

ご存じですか？

■どうやって申請するの？

最大30万円が受け取れる

　「すまい給付金」は、４月の消費税８％
引き上げに伴い、国土交通省により、
住宅購入者の負担軽減のため実施され
ています。収入に応じて、最大30万円を
受け取ることができます。

申請方法 すまい給付金事務局に申請します。

申請期間 申請は引き渡しから１年以内が期限です。

給付金 受取 申請後、約1.5 ～２か月で現金が振り込
まれます。

■どんなケースが対象になるの？
共有者 持分を共有していれば、配偶者の方でも

受け取れることができます。

現金購入もOK ローンを組まれた方はもちろん、現金で
購入された方も対象となります。

中古も対象 中古住宅（個人売買除く）も対象です。

ローン減税 住宅ローン減税と併用できます。
（すまい給付金とは別の手続きが必要です）

■どのくらいの金額が受け取れるの？
給付額 収入に応じて最大30万円受け取れます。

(消費税８％時)下記の表をご参照ください。

持分割合 持分を共有している場合は、持分割合を乗じた
金額に。

収入額の目安 425万円以下 425万円超
475万円以下

425万円超
510万円以下

30万円 20万円 10万円給付基礎額

※収入額の目安は、扶養対象となる家族が１人（専業主婦、16歳以上の子ども
　など）の場合をモデルに試算した結果です。

※

申請には要件があります。
ナビダイヤルまでお気軽にお問い合せください。 すまい給付金事務局

　　　・・・http://sumai-kyufu.jp

受付時間：午前９時～午後５時
※土・日・祝含む（　　　　　　　　　　　　）



1�

お
知
ら
せ

■募集人員　東京寮（男子寮）
　　　　　　ビューリー千秋（女子寮） 各40名程度

■募集期間
　①前期募集　～１月30日㈮まで
　※前期募集は申請時点で当学生寮から通学でき
る大学等に合格が決定している方

　②後期募集　２月13日㈮～27日㈮
　※後期募集は申請時点で当学生寮から通学でき
る大学等に合格、現在受験（志願）中、または結
果未発表で合格の場合は入学する方

■申込み・お問い合わせ先
　公益財団法人秋田県育英会
　（TEL018‒860‒3552/FAX018‒860‒3555）
※本会の奨学金を受ける場合も、本会の学生寮に
入寮することができます。
※募集要項は県内各高校等に配布していますが、本
会のホームページからもダウンロードできます。

平成27年度秋田県育英会
学生寮入寮生募集

東京寮（男子寮）
東京都世田谷区北沢1-41-22
☆渋谷駅から井の頭線池の上駅下
　車徒歩３分

ビューリー千秋（女子寮）
神奈川県川崎市中原区宮内4-31-5
☆渋谷駅から東横線武蔵小杉駅下
　車、溝ノ口行きバスで約10分薬
　師前下車、徒歩１分

外観

外観

　

数
え
年
の
62
歳（
男
性
）、
42
歳（
男

性
）、
33
歳（
女
性
）の
厄
年
を
迎
え
る

方
を
対
象
に
、
合
同
年
祝
い
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

案
内
状
が
届
い
て
い
な
く
て
も
、

年
齢
が
該
当
す
る
方
は
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
１
月
16
日
ま
で
に
実
行
委

員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日　

２
月
14
日（
土
）

◆
会　

場　

セ
パ
ー
ム

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会

事
務
局　

田
村（
TEL   

29
︱
３
９
２
８
）

本
田（
TEL   

29
︱
３
９
０
１
）

　

環
境
技
術
科
の
研
究
発
表
を
中
心

に
、
今
年
度
の
学
習
成
果
や
取
り
組

み
な
ど
を
生
徒
が
発
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
創
立
百
周
年
に
向
け
た
よ

さ
こ
い
演
舞
も
披
露
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
小
坂
高
校
の
実
践
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

１
月
24
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
会
場　

康
楽
館

◆
入
場　

無　

料

◆
お
問
い
合
わ
せ　

小
坂
高
校（
TEL   

29
︱
３
０
６
５
）

　

小
坂
町
内
に
お
い
て
、
還
付
金
詐

欺
の
疑
い
の
あ
る
不
審
電
話
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
不
審
に

感
じ
た
と
き
は
役
場
や
警
察
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
実
例

　

父
宛
に「
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
」

と
非
通
知
で
電
話
が
あ
り
、「
父
は
亡

く
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
非
通
知
な
の

か
？
」と
聞
く
と
電
話
は
切
れ
た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

町
民
福
祉
班（
TEL   
29
︱
３
９
２
５
）

◆
相
談
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法

人
の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見

◆
開
催
日
時

　

２
月
18
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

３
月
18
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
予
約
締
切

　

前
週
金
曜
日
午
後
３
時
ま
で

※
事
前
に
必
ず
電
話
に
よ
る
予
約
が

必
要
で
す
。毎
月
先
着
順
８
件
ま
で
。

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
大
館

（
予
約
専
用
電
話
０
１
８
︱
８
２
４

︱
０
０
５
５
）

　

白
鳥
や
カ
モ
な
ど
の
渡
り
鳥
や
そ

の
フ
ン
に
触
れ
る
と
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
次
の

事
項
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
渡
り
鳥
に
近
づ
か
な
い

　

渡
り
鳥
の
フ
ン
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
、
靴
底
な

ど
に
付
着
し
て
ば
ら
ま
か
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

◆
渡
り
鳥
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い

　

本
来
、
渡
り
鳥
は
自
然
界
の
エ
サ

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
人
間
が
与
え

た
エ
サ
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
野
生

で
は
暮
ら
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

◆
ゴ
ミ
や
エ
サ
に
な
る
も
の
を
放
置

し
な
い

　

沼
や
湖
沼
に
い
る
渡
り
鳥
で
も
エ

サ
が
あ
れ
ば
陸
地
に
住
み
着
い
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
放

置
し
た
ゴ
ミ
に
カ
ラ
ス
な
ど
が
近
づ

い
て
、
感
染
を
広
げ
る
心
配
も
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

小
坂
町
役
場
観
光
産
業
課
農
林
班

（
TEL   

29
︱
３
９
１
２
）　

北
部
家
畜

保
健
衛
生
所（
TEL  
０
１
８
６
︱
62
︱

２
７
１
５
）　

鹿
角
地
域
振
興
局
森

づ
く
り
推
進
課（
TEL   

23
︱
２
２
７
５
）

司
法
書
士
無
料
相
談
会
開
催

小
坂
高
校
『
課
題
研
究
発
表
会
』

情
報

香典３件、供花１件 35,000円
小坂町土地改良区意見交換会懇親会 4,000円
国民文化祭を振り返る会 5,000円

₁₂月分 町長交際費をお知らせします
【計６件　44,000円】

医
療
費
等
の
還
付
金
詐
欺

に
ご
注
意
下
さ
い
！

渡
り
鳥
へ
の
エ
サ
や
り
禁
止

小
坂
町
合
同
年
祝
い
会
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東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金

問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
必
ず
解

決
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◆
相
談
窓
口　

秋
田
財
務
事
務
所

◆
受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
財
務
事

務
所（
TEL
０
１
８
︱
８
６
２
︱
４
１
９

相
談
専
用
電
話
）

　

秋
田
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成

27
年
３
月
末
ま
で
の
期
間
中
に
「
未

内
定
就
活
生
へ
の
集
中
支
援
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

期
間
中
、各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に「
学

卒
集
中
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
支
援
内
容

　

求
人
情
報
の
提
供
、
応
募
書
類
の

添
削
指
導
、
面
接
指
導
、
個
別
求
人

開
拓
等

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
鹿
角（
TEL 

23
︱
２
１
７
３
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
、「
思
っ
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
内
容
と
違
う
」「
詳
し
く
説

明
し
て
く
れ
な
い
」
な
ど
で
苦
情
を

伝
え
た
い
と
き
は
、
ま
ず
利
用
し
て

い
る
事
業
所
の
苦
情
受
付
担
当
者
に

お
話
く
だ
さ
い
。

　

直
接
伝
え
に
く
い
場
合
や
、
事
業

所
と
話
し
合
っ
て
も
な
か
な
か
解
決

し
な
い
と
き
に
は
、
秋
田
県
運
営
適

正
化
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
運

営
適
正
化
委
員
会（
秋
田
県
福
祉

サ
ー
ビ
ス
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）（
TEL

０
１
８
︱
８
６
４
︱
２
７
２
６
）

◆
日
時　

１
月
16
日（
金
）

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

◆
会
場　

鹿
角
市
交
流
プ
ラ
ザ
３
階

◆
対
象　

鹿
角
地
域
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者

◆
募
集
人
数　

20
名（
先
着
順
）

◆
講
師　

鹿
角
警
察
署
生
活
安
全
課

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
鹿
角

◆
内
容　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
発
生
、

被
害
状
況
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
ィ

ル
ス
対
策
な
ど

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　
（
特

非
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
鹿
角（
TEL 

30
︱

１
０
５
９
）

　

家
庭
ゴ
ミ
の
50
％
以
上
が
生
ご
み

で
す
。
そ
こ
で
、
食
品
残
渣
を
で
き

る
だ
け
減
ら
す
料
理
法
を
学
ぶ
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
19
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

◆
会
場　

交
流
セ
ン
タ
ー
セ
パ
ー
ム

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

大
館
保
健
所

環
境
指
導
課（
TEL
０
１
８
６
︱
52
︱

３
９
５
４
）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

◆
出
願
期
間　

平
成
27
年
３
月
20
日

ま
で

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー
（
TEL

０
１
８
︱
８
３
１
︱
１
９
９
７
）

＊ 

お
・
く
・
や
・
み 

＊

〈
上
川
原
〉　　
　
　

亀
田　

幹
夫

〈
濁
川
〉　　
　
　
　

中
村
も
り
子

〈
若
葉
町
〉　　
　
　

菅
原　

か
な

〈
荒
川
〉　　
　
　
　

畑
澤　

ソ
ヨ

〈
野
口
〉　　
　
　
　

秋
本　

直
美

〈
藤
原
〉　　
　
　
　

木
村　

廣
志

〈
川
通
り
〉　　
　
　

杉
原　

勝
政

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
窓
口
へ
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

（
12
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素 セシウム134 セシウム137

採　　取　　日
測　定　期　間

平成26年12月16日
12月17日から12月22日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

◆
検
査
日
＝
12
月
９
日

　

①
七
滝
保
育
所（
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

②
小
坂
マ
リ
ア
園（
じ
ゃ
が
い
も
）

◆
検
査
日
＝
12
月
２
日

　

③
小
坂
小
学
校（
小
松
菜
）

　

④
小
坂
中
学
校（
チ
ン
ゲ
ン
菜
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL 

29
︱
３
９
２
５
）

③
・
④
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL 

29
︱
２
３
４
２
）

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
資
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決

を
お
手
伝
い
し
ま
す

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

就
職
先
未
内
定
の
学
生
、
生
徒

及
び
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ

募
集

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
詐
欺
被
害

防
止
講
習
会
参
加
者
募
集

放
送
大
学
４
月
生
募
集

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
研
修
会

参
加
者
募
集

　

町
内
の
社
会
福
祉
に
関
わ
る
経
費

に
充
て
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
社

会
福
祉
基
金
へ
、
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
町
の
福
祉

行
政
に
役
立
て
る
た
め
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

12
月
24
日
（
永
楽
町
）

佐
々
木　

博
子　

様

町
社
会
福
祉
基
金
へ
の

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
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(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
１月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,662人

2,641人

3,021人

2,511世帯

（－12人）

（－ 6人）

（－ 6人）

（－ 5世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

【可燃ごみ】
　

おはなしランプ（図書館）
【古紙類】

（図書館休館日）

〈節分〉豆まき・ゆーとりあにこにこ訪問
（マリア園） ２歳児育児相談（ゆーとりあ）
【可燃ごみ】

ノーメディア週間（～ 23日）
（図書館休館日）

〈立春〉
秋田県公立高校前期選抜合格発表

〈大寒〉行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

市日健康相談（だんらん）

　 十和田湖冬物語2015（～３月１日）
【可燃ごみ】

施設開放日（七滝保育所）
【古紙類】

【可燃ごみ】

【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】
（図書館休館日）

第15回七滝地区ユニカール大会
（七滝公民館）

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】
〈建国記念の日〉
ゆとりの日
【びん・缶等資源類】

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

施設開放日（七滝保育所）
乳児健診（ゆーとりあ）

秋田県公立高校前期選抜学力検査
ゆとりの日
【びん・缶等資源類】

鹿角小学校スキー大会（花輪スキー場）

　

【可燃ごみ】

中央地区運営研究会（セパーム）
【可燃ごみ】

川上地区雪中田植え（川上公民館）
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

　

いけがみクリニック
☎30-0111
小坂町診療所
☎29-5500
本 田 医 院
☎35-3002

（図書館休館日）

福 永 医 院
☎35-3117

笹村整形外科
☎30-0035

笹村整形外科
☎30-0035

長 橋 医 院
☎23-7612
大湯リハビリ病院
☎37-3511
村 木 医 院
☎22-2055
大 里 医 院
☎22-1251
福 永 医 院
☎35-3117
鹿角中央病院
☎23-4131
かづの厚生病院
☎23-2111

三ヶ田医院
☎31-1231

笹村整形外科
☎30-0035
三ヶ田医院
☎31-1231

長 橋 医 院
☎23-7612

福 永 医 院
☎35-3117

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大 里 医 院
☎22-1251

大 里 医 院
☎22-1251
小笠原医院
☎35-2011
大湯リハビリ病院
☎37-3511
大 里 医 院
☎22-1251
村 木 医 院
☎22-2055

小笠原医院
☎35-2011
かづの厚生病院
☎23-2111

なかのクリニック
☎22-7335

小坂町診療所
☎29-5500
なかのクリニック
☎22-7335
長 橋 医 院
☎23-7612
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　小坂鉄道レールパークで動態保存されているとても珍しい車両
（キ100形のラッセル車）をお客様が操作するという、日本で初めて
の乗車体験がスタートします。
　体験料はお一人２万５千円と、一般的な方は高額に感じられると
思いますが、おかげさまで３月までの座席が既に満席となりました。
　体験日は、１月10日、２月14日、３月14日の午後１時からです。
ラッセル車両による除雪作業の様子は小坂駅ホームから見学できま
すので、ぜひ小坂鉄道レールパークにお越しください。

満員御礼！線路を除雪、ラッセル操作体験

　小坂町では古くから食べられていた「かつらーめん」の復活に続
き、小坂町初の「駅弁」が販売される事になりました。
　この駅弁は、小坂駅、道の駅、康楽館隣に移築された赤煉瓦倶楽部
など、町内外の方でにぎわう場所を“小坂の駅”として新たに開発さ
れ、具材に町特産品の桃豚を使用するなど地元愛がたっぷり詰まっ
たお弁当です。
　１月９日から販売されていて、小坂駅（３日前まで要予約）や駅弁
のぼり旗のあるお店でお買い求めできます。雪解けの春頃には、赤
煉瓦倶楽部や道の駅の食堂でも提供されます。

「小坂駅弁」新発売！小坂町の新名物へ

◆営 業 時 間　９：00～16：00（最終入園時間15：30）※冬期営業時間３月末まで
◆休　園　日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日休園）
◆お問い合わせ先　小坂鉄道レールパーク【旧小坂駅】（℡0186－25－8890）

小坂鉄道
レールパーク

▲新発売の「小坂駅弁」パッケージ
　（２種類あり）

▲除雪体験は３月まで予約が満員に

【完全予約制】 am9:00～pm5:00(最終受付)　定休日／月曜日
大館市観音堂650-5　℡０１８６－４９－１５０１

増改築・リフォーム全般

〔 〕
住まいの事　ご相談ください

みやび建築

見積無料

代表　工藤 雅也
小坂町小坂鉱山字渡ノ羽53　TEL29－2191

キッチン、ユニットバス、トイレ、外壁、内装工事
窓の改修、屋根、外壁塗装工事など

除雪承ります
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